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I.  緒言 
 
グローバル化の急速な進展の中で, 国際共通語である英語
力の向上は極めて重要である. 文部科学省は 2014 年より「グ
ローバル化に対応した英語教育改革実施計画」の具体化を進











人登録者数は約 30 万人であり, 20 年前の 1986 年の 24,825














2012). しかし, 神奈川県内での認証医療機関は 1 施設にとど
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１） 横浜市立大学医学部看護学科 






行えていないことが指摘されている(高木 & 富永, 2011). また, 
看護大学を対象とした全国調査では, 授業で臨床看護英会話






な教養教育) の拡充, 国際化推進, 先端的科学研究の遂行
を目指している. 2005 年からは全学部必修の英語科目として
Practical English (PE) 3 単位が導入されている. PE は, 「聞く」
「話す」「読む」「書く」の基本的技能を磨くことによって, 大学に
おける知的活動を英語で行えるコミュニケーション能力を身に
つけることを目的としている. また, 2007 年からは学内に PE セ
ンターを設置し, native instructor から半期 90 時間の授業を受
けるカリキュラムを構築している. さらに, 学期末試験として
TOEFL ITP を導入し, 500 点以上のスコア取得を単位修得の
基準としている. しかし, 看護学科の学生の中には, PE 講義出
席を必修単位修得のための手段として捉え, 英語能力の修得
に主眼が向いていない者も見られる. このため, PE の講義に
対する学生のモチベーションは必ずしも高くなく, 結果として
2014 年度時点では, 1 年次修了時点で TOEFL ITP スコア 500
点以上を取得した学生の割合も 3 割と限られていた.  
これまで, 英語教育に積極的に取り組む一部の看護大学で
は「『英語が使える日本人』育成のための戦略構想」(文部科学
省, 2012)以後, English for Specific Purposes  (ESP) , すなわ
ち, 目的別英語教育のための看護英語プログラム開発が進め
られている(Hirano, Kuramoto, Shinozaki, Ashida, & Ono, 2015; 
平野, 篠崎, & 小野, 2015; 廣内, 2012; 杉田, 2006). これら
は臨床現場の事象や医療トピックに関して, 読解・ライティング
の教材開発や(杉田, 2006), 既存の教科書を使用した会話練
習(廣内, 2012), 模擬患者を対象とした演習(平野ら, 2015)を
行うものである. 看護学生に対する ESP は, 学生の興味に合
致するため, 学習のモチベーション維持につながり, 結果とし
て学生の英語読解能力向上につながることが明らかになって
いる(杉田, 2006). 他方, 本学の既存の PE の授業は English 
for General Purposes  (EGP) であり, 一般教養としての英語
教育としての側面が強く, このことが看護学科生の英語学習に
対するモチベーションの低さの一因になっていると考えられた. 
以上から, 本学においても, 看護の臨床場面に即した ESP の
実施が必要と考えられた.  
そこで, 横浜市立大学医学部看護学科では, 2015 年度より
教務委員会を中心に, 横浜市立大学 PE センターと連携し, 1
年次生を対象とした ESP として, 外国人模擬患者を対象とした
演習プログラムの開発と実施, その評価に取り組んだ. 本稿で
は, 2015 年度に実施したプログラム開発の経緯と, 一部の学
生を対象に先導的に実施したプログラムの実施状況とその評


















web にて検索した. “看護学生” と “英語” を and でつなぎ検
索したところ, 87 件の文献が該当した. 該当する文献のタイト
ルと抄録を確認したところ, 平野らによる報告(平野ら, 2015; 































図 1 英語教育プログラム全体の流れ 













えた看護学科 1 年次の 2016 年 3 月初旬とした. ロールプレイ
に先立ち, 2015 年 12 月にポスターを用いて学生へプログラム
の周知を行った. プログラムの対象者は 1 年次生のうち, 2015
年度前期終了時点で TOEFL ITP スコア 450 点未満の 48 名と




2016 年 3 月のロールプレイ実施当日は, 午前中に個々が
作成してきた事前課題を, グループで確認・修正を行い, その
後, 修正したシナリオをもとに患者役と看護師役の学生にわか
れ, ロールプレイ本番に向けた練習を行った. その際, 外国
人模擬患者役となる PE センタースタッフから英語表現や発音
などに関する指導を受けた. 午後に学生は 5 グループに分か
れ各 1 名の外国人模擬患者に対し, 自己紹介から病状把握
およびバイタルサインズ測定の説明と実施, 測定結果の説明
に至るまでの一連の流れをロールプレイとして実施した. ロー
ルプレイの時間は 1 学生につき 7 分であった. なお, 時間の
都合上, バイタルサインズ測定は 1 学生につき体温・脈拍・血














の態度を評価する計 9 項目とした. 回答方式は「とてもそう思う」
から「全くそう思わない」4 段階のリッカート方式とした. 学生用
の評価表は日本語, 外国人模擬患者用の評価表は英語であ








き順位検定を用いて検討した. すべての解析は両側検定 とし, 
有意水準は 5%とした. 統計解析パッケージは IBM SPSS 
Statistics ver.24.0 を用いた.  
 
4. 倫理的配慮 













対象となった 1 年次生 48 名のうち, 11 名がロールプレイに
参加した (参加率 22.9%) . 図 2 にロールプレイに対する学生
11 名の自己評価と模擬患者 5 名による他者評価の得点分布




た」 (72.7%) であった. ウィルコクソンの符号付順位検定を行
った結果, 「患者が理解できた」 (p=0.020) , 「患者からの質問
に 答 え た 」  (p=0.020) , 「 適 切 な 声 の 大 き さ で 話 し た 」 









が複数の模擬患者の評価表に見られ, 後ろ向きの記述は 1 人
から示されたのみであった.  
模擬患者およびスーパーバイザーとのディスカッションで示
された意見を表 2 に示す. 模擬患者からもスーパーバイザー
からも本プログラム内容や実施意義について, 前向きな意見 






図 2 学生による自己評価と模擬患者による他者評価の得点分布 
自己評価：学生による評価 (n=11), SP 評価：模擬患者による評価 (n=5), *p<0.05 
表 1 評価に関する学生と模擬患者の記述内容 
表 2 模擬患者およびスーパーバイザーとのディスカッションで示された意見 












今回, 看護学生を対象とした ESP の一環として, 本学の看







全 9 項目において, 学生・模擬患者ともに 6 割以上が「とても
















立つと指摘している. 本プログラムは, 対象となる 1 年次生が
基礎看護学関連科目の履修を終え, バイタルサインズ測定に
必要な基本的知識や態度を修得すると考えられる年度末の 3


























していたこと, 自由記述でも “There were a few grammar 
mistakes and unnatural expressions BUT it was easy to 



























かし一方で, 「事前学習について, 次年度は PE センターのオ
フィスアワーを利用してほしい. そうすれば, プログラム当日の
グループワークで, もっとコアな質問ができるはずだ. 」といっ
た, 事前学習における課題も指摘された. 山路(2014)は, 近








本プログラムでは, 前年の 12 月から 3 月にかけてプログラムを
展開したが, 事前課題は学生が個別に取り組む形式で, 英語







ある. 次年度以降は, 事前課題を早めに提示し, さらに学生






















医療面接」を掲げている(志村ら, 2012). そのうち, 「医学教育
における医療面接」では, 「学習目的に沿った現実感のある演
技ができる」など具体的な技能が指摘されている(志村ら, 2012). 
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なお, 本プログラムの実施にあたっては, YCU 学内 GP 平
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